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研究要旨 

２型糖尿病に糖尿病性多発神経障害（DPN）の臨床病期分類とホルター心電図を行い、

の電気生理学的重症度分類を行う。24 時間心電図 R-R 間隔変動解析により、DPN の重症

度と比較検討した。DPN の進行に伴い、自律神経障害が進行した。 

 

Ａ．研究目的 

糖尿病性多発神経障害（DPN）の臨床病

期分類における自律神経障害の進展を検討

する。 

 

Ｂ．研究方法 

 入院糖尿病患において、DPNの臨床病期

分類と安静時心電図（心拍数、QTc）、安静

時・深呼吸時心電図R-R間隔変動係数（CV

R-R）、24時間心電図R-R間隔変動解析（時

間領域解析、周波数解析）を実施する。臨床

病期分類と自律神経障害の進展を比較検討

する。 

 

（倫理面への配慮） 

機関内倫理員会での審査・承認を得た。

（鹿児島大学病院臨床研究倫理委員会1802

46疫） 

 

Ｃ．研究結果 

 これまでに154例で検討を行った。平均年

齢58歳、男性69名、平均HbA1c 9%、平均

糖尿病罹病期間7年であった。DPN臨床病

期分類により病期は1期84名、2期25名、3期

18名、4期13名、5期11名であった。安静時

心拍数はDPN臨床病期間で有意差は認めな

かった。QTcは安静時・深呼吸時CVR-Rは

DPN臨床病期分類の重症度が進行するにつ

れ低下した。24時間心電図R-R間隔変動解析

では時間領域解析としてSDNN (standard 

deviation of NN intervals)を評価した。SD

NNは1期は2～4期と比較して有意に高値で

あった。周波数解析として、LF(副交感神経

活動下の交感神経活動)、HF(副交感神経活

動)、L/H（交感神経活動)を評価した。DPN

臨床病期の進行とともにLFおよびHFは低

下した。L/Hは2期が最も高く、4および5期

は1～3期と比較して有意に低下していた。 

 

Ｄ．考察 

DPNの臨床病期分類は副交感神経障害

の進行と相関を認め、副交感神経障害はDP

N臨床病期分類の早期より障害されること

が示唆された。交感神経障害の顕在化はDP



N臨床病期分類４～5期でみられた。 

 

Ｅ．結論 

２型糖尿病患者においてDPN臨床病期分類

の進行は自律神経障害の進行と関連し、DP

Nが進行するにつれ副交感神経障害が進行

し、4期以降で交感神経障害が顕在化する。

今後、さらに症例を増やして詳細な検討を

行う予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特記なし 
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